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１．概要（Summary） 
細胞固定・薬剤刺激を目的としたマイクロ流体デバイス

の作製に取り組んだ。マスクレス露光装置により流路パタ

ーンを形成し、PDMS（dimethylpolysiloxane）モール

ディングによりマイクロ流路を作製した。形状評価のため

走査型電子顕微鏡を用いた。結果、良好に作製されてい

ることを確認した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】  
 マスクレス露光装置（大日本科研社製, MX-1204）、マ
スクアライナ（ミカサ社製 , MA-10）、走査電子顕微鏡

（EDS 付き）（JEOL 社製, JSM-6060-EDS） 
 
【実験方法】 

マスクレス露光装置を用いて、クロムマスクブランクに流

路パターンを作製し、マスクとして用いた。流路は本マスク

を用いて、シリコン基板上に SU-8 3005 と SU-8 3050 を

用いて 2層の UV パターニングを行い、鋳型を形成した。

得られた型にPDMSを流し込み硬化、剥離させることで、

PDMS 流路を作製した。また、形状評価のため型および

流路を走査電子顕微鏡で観察した。作製した 2 層の流路

はガラス基板に接合することで最終的にデバイスが完成

された。作製したデバイスを用いて、ポンプによる吸引に

より培養細胞を捕捉し、その状態で培養実験を行った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
マスクアライナを用いて作製した流路パターンのマスク

は設計通り作製されており、電子顕微鏡による観察の結

果、流路型・流路ともに良好に作製されていることを確認

した。 

培養細胞株を用いて、本デバイスの機能を確認したと

ころ、細胞が捕捉されている様子が観察された。また、流

路内部での細胞培養を行ったところ、長時間の培養が可

能であり、本マイクロ流体デバイスが正常に機能している

ことが確かめられた（Fig. 1）。 
 

 
Fig. 1 Microfluidic cell trap and culture. 
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